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研究成果概要 
高地での雷雲及び落雷現象と二次宇宙線との関係を調べることを目的に、乗鞍観測所

に雷γ線観測用ガンマ線検出器、電界計、環境モニター、5 台のシンチレーション検出

器からなる小型空気シャワー観測装置を設置し、雷雲起源γ線の観測実験を行った。ガ

ンマ線検出器は図 1のように NaI、CsI、BGO の３結晶を用いた 70keV-120MeV のエネルギ

ー領域をカバーする構成となっている。 

観測は 8月 14 日から 9月 6日の 24 日間行なった。図 2にその間の環境モニターと電

界計の測定値を示す。観測期間中は晴天・曇りが多

く近傍での雷事象も無く電場変動は最大でも

45kV/m 程度の変動が観測された程度であった。その

近辺のガンマ線検出器カウント値を図 3に示す。電

場によるγ線増が期待できる100kV/m以上の電場変

動事象を期待し、次年度も観測を行う予定である。 
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図 2：環境モニターと電界計の測定値

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：電場変動期間最大時における 
ガンマ線検出器のカウント値 

図 1：ガンマ線検出器


